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　全国大学生協連は、200を超える大学にある生協を中心に、215生協が加入、会員生協の支援、

活動・情報の相互交流、広報渉外・調査活動等を行っています。ここでは大学生協の消費者活動、

社会的発信やネットワークを強める取り組みを紹介します。

■「ダマされないチカラ養成HandBook」

　消費者トラブル・悪質商法への注意喚起を促す冊子です。全国の大

学生協が、新入生がスムーズに大学生活が始められるようにと、入学

準備説明会等で無料配布を行っています。２、３年に一度の改訂で、

毎年数万部が活用されています。

■「大学生が狙われる50の危険」（青春出版社刊）

　2011年「大学生がダマされる50の危険」として出版。社会やリ

スクの変化に応じて、３年毎に改訂新版を発行し、2014年「狙われ

る50の危険」に改題。リスクに備えて、豊かな学生生活を送って欲

しいという願いの元に、毎版２万部前後発行しています。最新2023

年版は三菱総合研究所、日本コープ共済連、リスク専門家の放送大学

奈良由美子教授との共著です。

■「学生の生活リスク講座」

　2014年「大学生が狙われる50の危険」出版後の振り返りから、大学生協として学生のリスク

についてもっと知識を深めよう、と開始しました。リスクに関する様々なテーマの専門家をお呼び
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https://www.univcoop.or.jp/fresh/life/handbook/index.html
https://www.univcoop.or.jp/fresh/life/50kiken.html
https://www.univcoop.or.jp/fresh/life/workshop/workshop01.html
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しての講演と質疑応答、学生も大勢参加して専門家のインプットとグループワークのアウトプット

で、リスクへの対処をアクティブラーニング的手法で学ぶワークショップなど、コロナ禍前には

20回を超えて開催してきました。コロナでの中断を経て、2023年2月に３年ぶりにワークショッ

プを開催。今後も学生が参加しやすい講座を継続する予定です。

　この講座で得られた知見は、「50の危険」執筆にも生かされてきています。また「ダマされない

チカラ養成HandBook」や「大学生が狙われる50の危険」は、大学と生協が協力して活用を促進

しているケースもあります。

　消費者庁とは、新井長官インタビュー・メッセージ動画の掲載、昨年が初開催の「保護者のため

の大学生活入門セミナー」（高校生保護者向け）での後援とテーマ別ブース講演など、学生の消費

者トラブル回避のために、様々なご協力をいただいております。

　また弊会理事会のもとにある「全国社会的課題委員会」（全国で活動する生協学生委員を中心に

構成）では、それぞれの地域や大学で学生が取り組む、消費者活動の情報交流を行っています。

　2022年4月の成年年齢引下げにより、大学生は全員成年となりました。しかし消費者被害やリ

スクに関して、成年に見合う知識や対処法はこれから身に付けていく年代です。学生が組合員であ

る大学生協は、大学や行政・諸団体との協力、学生同士の助け合いを通じて、消費者トラブルや被

害に合わない、あっても適切な対処ができる、そういう取り組みを継続します。

　「かしこい生活のすすめ　大学生協」でネット検索すると、弊会のリンク先が表示され、様々な

コンテンツが掲載されております。是非ご覧ください。

https://www.univcoop.or.jp/fresh/life/message-movie/message01.html
https://www.univcoop.or.jp/parents/pre_seminar/index.html
https://www.univcoop.or.jp/parents/pre_seminar/index.html
https://www.univcoop.or.jp/fresh/life/index.html
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